
・態場繊ム醸などの講:こ まま溝難薦アル菫―ル雀遊き、 トレー↓ング;章入る欝と機‡凛懸ず

季指の消簿をしてください。

4`病気の難 が`あ篠入:議 トレ…ニングを経て,ま tヽ :ナません

"発難が 3ア .堪 ℃競豊ある人

・サ:擁 、獲、強ケ`だ轟輩、意鸞れなどが轟る人

"解難剤を鑑んてもヽる人

などがそれ :こ譲轟じます。これ熱外でも病気を疑う症撹がある場合1寝虚めてくださ

もヽ.

5,も ともと病気がある場会 (機晟病、心不壼、呼鍛懸疾患などがある人、透析を受けて

も`機A、 舞嚢掛轟割や抗がん灘などを鷲しヽている人など)や高齢警 〈醸5議以上):ま

トレーニングを移でもよ幹か、主治麗と機談してください

上記の場合は、新型動爾ナ中づルス感染疲|こよびかかりやすく、量症化することがわ

かつています。

翁、景鬱麟資D劇護饗霧こ努織てください

饉量を維持するたわ:こ 1恵免疫を機下させなしヽことが大切です。そのた蟻:こ 1嵐規爾正しもヽ

生鴛をすることが大事です。

`たとえ!輩、早越きをして覇鰺奄灘びながら競渉すると、バイオリズムを鶏む憾詢鋳請

が動き議します。すると、食徹が鸞饉振.夜 も艤やすくなります。

・燿慶に運動すること|ま争篠内蒔計を動かすのまこ役立ち、舞疫力のアップi最 もつながリ

ます。

・ストレス (精神鋳及び羹篠的)を減らすこと:薫童警です。ストレス:機斃疲力をダウン

させることから、遍度鍛ストレス;ま避 :する五人が必要です。

な慇ゝ重ねて申しますが、こ織轟鰻をヽ;議、感染麓術の度:奮 ILIこ よ争て変わることがあ

り、あく窯で瞥定鏡なも難であることをご理解もヽただきたいと晟tヽます摯

蓋量織鸞様が、上霊 :こ述べたような「衛動変蓉感を心掛けること:こ よってしか、懇警懲

端購上を機成すること|まで奮ません。豊療機畷輩震壺:聾宣。上書馨鍮こと建守ってください。

(文饉 :富畿遷之鍾・科学委員長、宮坂轟之アンテ “ドーピング委量齢


